
区 域

番 号 路線名 起 点 終 点
主 な
経過地

延 長
構 造
形 式
車 線
の 数
幅 員
地表式の区間における鉄道等と
の交差点の構造

3・6・1 榛名幹線
高崎市
本郷町
字鴫上

高崎市
下里見町
字堂尾根

高崎市下
里見町字
天神前
約4,070m 2車線 10.5ｍ

高崎市
本郷町
字広神

高崎市
本郷町
字鶴楽

約500m 掘割式 15ｍ

高崎市
下里見町
字北川原

高崎市
下里見町
字中原

約740m 嵩上式
ｍ
8～
14.5
幹線街路里見幹線と立体交差

約2,830m 地表式
ｍ

10.5～
18
幹線街路と平面交差１箇所

3・4・2 里見幹線
高崎市
上里見町
字上町

高崎市
下里見町
字小五郎
谷戸

高崎市
中里見町
字塚崎
約5,640m 地表式 2車線 17ｍ

幹線街路榛名幹線と立体交差
幹線街路と平面交差３箇所

3・4・4
下室田本
郷線

高崎市
下室田町
字宮谷戸

高崎市
本郷町
字後側

高崎市
神戸町
字神戸
約6,720m 地表式 2車線 16ｍ 幹線街路と平面交差２箇所

幹

線

街
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備 考

榛名都市計画道路の変更（群馬県決定）

種

別

構 造名 称 位 置

構造形式の内訳

都市計画道路中３・３・１号榛名幹線を３・６・１号榛名幹線に名称を改め、３・６・１号榛名幹線ほか２路線を
次のように変更する。



理 由

都市計画道路３・３・１号榛名幹線は、西毛広域幹線道路の一部を担い、県央地域と西毛地域
を結ぶ重要な主要幹線道路であり、開通することによる周辺の交通渋滞の緩和、走行経費の減
少、交通事故の減少等の整備効果が期待される道路である。
今回、当該路線の効率的・効果的な事業の実施に向け、将来交通需要予測による検証を行い、
予測された計画交通量に対応した幅員の見直しを行い、本案のとおり変更を行うものである。
また、３・４・２号里見幹線及び３･４･４号下室田本郷線について、道路としてのネットワー
ク形成の観点から併せて変更するものである。



（変更前）

区 域

番 号 路線名 起 点 終 点
主 な
経過地

延 長
構造
形式
車線
の数

幅員
地表式の区間における鉄道等と
の交差点の構造

3・3・1 榛名幹線
高崎市
本郷町
字鴫上

高崎市
下里見町
字堂尾根

高崎市
下里見町
字天神前

約4,070m 25ｍ

高崎市
下里見町
字堂尾根

高崎市
下里見町
字堂尾根

約390m 地下式
ｍ
10.25
×2

約3,680m 地表式

ｍ
10.25×2
～
35.2

県道と平面交差２箇所
国道406号と立体交差

3・4・2 里見幹線
高崎市
上里見町
字天水

高崎市
下里見町
字小五郎
谷戸

高崎市
中里見町
字塚崎
約5,640m 地表式 17ｍ

幹線街路榛名幹線と立体交差
幹線街路と平面交差３箇所

3・4・4
下室田本
郷線

高崎市
下室田町
字宮谷戸

高崎市
本郷町
字後側

高崎市
神戸町
字西田
約6,720m 地表式 16ｍ 幹線街路と平面交差２箇所

（変更後）

区 域

番 号 路線名 起 点 終 点
主 な
経過地

延 長
構 造
形 式
車 線
の 数

幅 員
地表式の区間における鉄道等と
の交差点の構造

3・6・1 榛名幹線
高崎市
本郷町
字鴫上

高崎市
下里見町
字堂尾根

高崎市下
里見町字
天神前
約4,070m 2車線 10.5ｍ

高崎市
本郷町
字広神

高崎市
本郷町
字鶴楽

約500m 掘割式 15ｍ

高崎市
下里見町
字北川原

高崎市
下里見町
字中原

約740m 嵩上式
ｍ
8～
14.5

約2,830m 地表式
ｍ

10.5～
18
幹線街路と平面交差１箇所

3・4・2 里見幹線
高崎市
上里見町
字天水

高崎市
下里見町
字小五郎
谷戸

高崎市
中里見町
字塚崎
約5,640m 地表式 2車線 17ｍ

幹線街路榛名幹線と立体交差
幹線街路と平面交差３箇所

3・4・4
下室田本
郷線

高崎市
下室田町
字宮谷戸

高崎市
本郷町
字後側

高崎市
神戸町
字西田
約6,720m 地表式 2車線 16ｍ 幹線街路と平面交差２箇所
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